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国民健康保険

家
族
と
離
れ
て
生
活
す
る

と
き
は
遠
隔
地
保
険
証
が

交
付
さ
れ
ま
す

高
齢
受
給
者
証
を

　

対
象
者
に
送
付
し
ま
す

村
へ
の
届
出
が

　
　
　
　

必
要
な
ケ
ー
ス

「現役並み所得者」に該当する人は…

お問合せ
福祉介護課介護保険係

介護保介護保険

　

高
齢
者
虐
待
は
、
介
護
者
の
疲

れ
や
ス
ト
レ
ス
・
経
済
事
情
・
人

間
関
係
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が

絡
み
合
っ
て
起
こ
り
ま
す
。

　

特
に
頑
張
る
人
ほ
ど
介
護
負
担

を
一
人
で
抱
え
込
ん
で
し
ま
っ
て

心
身
と
も
に
疲
れ
果
て
、
心
な
ら

ず
も
「
虐
待
」
し
て
し
ま
う
ケ
ー

ス
も
見
ら
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
虐
待
防
止
法
で
は
、
高

齢
者
に
対
し
て
人
権
を
侵
害
し
、

心
身
に
深
い
傷
を
負
わ
せ
る
こ
と

を
高
齢
者
虐
待
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
在
宅
に
限
ら
ず
、
介
護
保

険
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方
も

同
じ
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
６５
歳
以
上
の
高

齢
者
に
対
す
る
次
の
よ
う
な
行
為

が
高
齢
者
虐
待
に
あ
た
り
ま
す
。

▼
身
体
的
虐
待

　

叩
く
、
蹴
る
、
つ
ね
る
、
や
け

ど
を
負
わ
せ
る
等
の
暴
力
を
振

る
っ
た
り
、
ベ
ッ
ド
に
縛
り
つ

け
た
り
す
る
こ
と

▼
心
理
的
虐
待

　

怒
鳴
り
つ
け
る
、
の
の
し
る
、

　

悪
口
を
言
う
、
意
図
的
に
無
視

す
る
等
心
理
的
苦
痛
を
与
え
る

こ
と

▼
経
済
的
虐
待

　

日
常
生
活
に
必
要
な
金
銭
を
渡

さ
な
い
・
使
わ
せ
な
い
、
本
人

の
不
動
産
や
年
金
・
預
金
等
の

財
産
を
取
り
上
げ
て
、
本
人
の

意
に
反
し
て
勝
手
に
使
っ
て
し

ま
う
こ
と

▼
介
護
・
世
話
の
放
棄
・
放
任

　

食
事
を
与
え
な
い
、
入
浴
を
さ

せ
な
い
、
お
む
つ
を
交
換
し
な

い
、
病
院
を
受
診
さ
せ
な
い
、

　

劣
悪
な
住
環
境
で
生
活
さ
せ
る

等
、
高
齢
者
の
身
体
・
精
神
状

態
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と

▼
性
的
虐
待

　

同
意
の
な
い
性
的
接
触
や
嫌
が

ら
せ
を
す
る
、
ま
た
は
排
泄
の

失
敗
に
対
す
る
罰
と
し
て
裸
で

放
置
す
る
こ
と

　

高
齢
に
な
る
と
、
身
体
動
作
が

ゆ
っ
く
り
に
な
っ
た
り
、
認
知
症

に
な
っ
た
り
、
物
忘
れ
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
理

解
し
、
温
か
く
接
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

　

虐
待
を
防
ぐ
に
は
、
家
族
や
地

域
の
方
が
介
護
に
対
し
て
理
解
を

し
、
問
題
を
抱
え
込
ま
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。
分
か
ら
な
い
こ
と

や
困
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
役
場
福
祉

介
護
課
内
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

地
域
の
人
は
、
高
齢
者
や
介
護

を
し
て
い
る
家
族
に
声
を
か
け
て

悩
み
や
疲
れ
等
に
気
づ
き
、
見
守

り
を
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
役
場
福
祉
介
護
課
内
）

☎
８
８
５

－

０
３
４
０

気
づ
い
て
防
ご
う

　
　

「
高
齢
者
虐
待
」

高
齢
者
虐
待
は

大
き
く
５
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す

高
齢
者
虐
待
は

大
き
く
５
つ
に

分
類
さ
れ
ま
す

地
域
で
声
か
け
・

見
守
り
を
し
ま
し
ょ
う

地
域
で
声
か
け
・

見
守
り
を
し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
に
寄
り
添
い
、

大
事
に
し
ま
し
ょ
う

高
齢
者
に
寄
り
添
い
、

大
事
に
し
ま
し
ょ
う

介
護
の
負
担
を
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
で

介
護
の
負
担
を
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
で

◎茨城いのちの電話
・つくば：☎０２９－８５５－１０００（毎日２４時間）
・水戸：☎０２９－２５５－１０００
　　　　　　　　　　（毎日午後１時～８時）
・フリーダイヤル：☎０１２０－７３８－５６６
　　　　　　　　　　　（毎月１０日・２４時間）

◎いばらきこころのホットライン
・平日：☎０２９－２４４－０５５６
・土日（フリーダイヤル）：☎０１２０－２３６－５６６
＊午前９時～正午、午後１時～４時。祝日・年
　末年始は休み。

　県内の一年間の自殺者数は約７００人（毎日２
人）という深刻な状況です。つらいこと・苦し
いことはひとりで抱えず、悩みを相談しましょ
う。あなたには相談できる人がいます。

「自殺防止
　つながる“わ”・ささえる“わ”
　茨城いのちの絆キャンペーン」
　　　　　　　　　　　　実施中！

「自殺防止
　つながる“わ”・ささえる“わ”
　茨城いのちの絆キャンペーン」
　　　　　　　　　　　　実施中！

　「消すまでは　心の警報　ＯＮのまま」を統一標
語に、３月１日（土）から３月７日（金）まで全国
一斉に春季全国火災予防運動が実施されます。
この運動は火災が発生しやすい気候となる時季
を迎え、火災予防思想の普及を図り、火災の発
生を未然に防止することで、高齢者等の死者の
発生を減少させ、財産の損失を防ぐことを目的
としています。
　また、消防法の改正により、住宅用火災警報
器の設置が新規住宅では平成１８年６月から、既
存住宅では平成２３年６月１日以降義務化されま
した。住宅用火災警報器は住宅防火対策の切り
札として多くの人命が守られた事例が数多く報
告されており、設置義務化がスタートしてから
死者数が減少しています。まだ設置していない
ご家庭では設置のご協力をお願いいたします。

春季全国火災予防運動

＊消防職員を装った悪質な訪問販売や詐欺等が多く
　発生しております。十分注意しましょう。

□問合せ　江戸崎消防署美浦出張所☎８８５－０１６４


